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特集い い 伊 い い 伊 伊
まること柏の菜キャンパス

環境健康フィールド科学センターの概要とこれから
0頗 都市国三フィールトコ草ヨ●研究センターヨ

安藤 敏夫

i票 大学霞潟電電フイール申 草センターは 千 奏大学の第4■,力 スヽヨもの章

キャツ (ス (i衰県■市拍の表)に う0ます TL Elフ年3月にllg業しtつくれ クス

フレスの 「ねの奏キャンAス J駅 "3-4分 てす セ ンターは 平 成15年に設置

された学内共同の顔言研究施設て 前 身の千葉大学口芸宰都朗目霞塚を軽承した票

樹口 野 実細 温ヨ計に国言4arいて その眼理がな環境 き初 (果物 野採 車そ)

それに国=軽 「業を健康貫涼として 棺 物に輸足をはく研究書 (田芸学0名)と

大国に韓軍を日く研究者 (ほ率 る 票 字3名 報 百学2も)が 連議して 2 1 LIIPa

の賑 科学を実さ ビOHも 唾 埼短性に配感嵯 ライラスタイル)な 断づくりに貢献しようとしています

人間に軸足を置(スタンフこは 車キ医争と環境予ら医学というこつの系語があります 東 淳医字を車P'とす

る医師 名霞師 票削師 ま灸師は 「忠う豪診原和 (平成1年 6月門院)向 承貧尻J(平成19年 11月閣院)
での車岸医学診療の'ら  国 ま草の研究者とともに 「エビテンスに基づく国=原 去」「廷康機能植効」「票圏
などの研究を進めています 東 洋医学の2本にである 「戻河 と 険 的 とが相互摘売的に機構し また票車
を使う東洋E学と田ヨDttr4が楢炒てす
質境予防医学を亭「5とするスタッフは tF居に自来す希 富t学 朝如 し任 宅 (ケミレスこ宅)で岳蔵

さコる 「ケミレスタウン'」をセンター内に設置して (平成'0年3月)環 境鰹凍杉療という翔tなか野を円拓し

てンック′ヽウスやアトピーなどの診練にあたろうとしています 人 間に朗■t国 く研究者には 「アスリートの■め

のスホー1カと一棟を回した 「コミュニティのためのスI ツ 」の車門家もおリ セ ンター内に 「健康削 を

設置してユニークな活動を展開しています
センターの室盛である国芸に関しては 国 民と社夕つ健康涼である日雲FF物 (野葉 実 効 軍 し)生 産の日

陳窮0カ を草十しするための質如閣発や 有 機資源の結爵に関する研究を進めてし峠 す こ のようにセンターは

生活=間 にある健康源crk証し恵がら 人 の=し に雷言した新たな頭境健康科学を倒道するために超実分野の

人llが実埼吹  千 葉大学"実 験場 西 のフロンァィア榔のです
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共機闘しかありませんが ,後 十年間で約2万6千人

が生活する街になつていく予定です こ のような背員

の中 前 述のまちつくり連絡協議会の取組や ケ ミレ

スタウン。フロシェクト等の取組が 内 閣官房割市再生

本部の拘成17年 度モカ レ調査事業に選出されました

大学の中r_けを計画するのできなく 都 市の中で大

きなイン (クトを与えている大学のフィジカルな潜在カ

をまうつくりに役立てていこうという雲勢か調面された

ものです こ れをさつかけとして 平 成17年 11月 に

は都市高生本部 伯市 流山市 Hr京42・ もに 「大

学と醐 連携したまうつくリワークン■ッ刀 に参加

その後 it‐月に決定された都市再生フロ光 クト (都市

高生本部第十次決定)rt学 と地域の連携協自による

都市再生の捷進Jの 一往を担うことができました

大学キヤンパスを拠点とした

地域環境マネジメントヘ向1サて

キャン くス計画は 大学のアカテミックララン実現を

ささえるための骨橘 (フレームワーク)となるものです

加えて醐 の世紀と呼ばれる現在においては 地 域

社会の環境形成の範となることが求められています。

「千妄大学は環境を大切にします。Jと いうキヤッチフ

レースうもと 判 立16年度の西干索キヤンパスにつつ

さ 平 成17徒 松戸キャン′ヽスと柏の環■ャン くス

平成18年 度安いキャン′呟 が●0,4001の 熱証を取

福しました。千葉大学環境 SOの 大きな目様のひとつ

は 大 学キャンパスでの環境マネツメントを地料に波

及させていくことにあります

柏の葉キャンパスではその準備が整しW3じめてきま

した 開 かれた大学として 「環境面と健康面での地城

質献」を行つていくこと こ lRが柏 流 山地域におけ

る千葉大学の使命と4Jつていくて峡 う

柏市 東 京大学 干 薬大学 三 井不駒産 柏 南I

会痢所 田 中地域ふるさと協議会が共同連自する 陥

の藻アーブ〔ン7tr rンセンター (UDCЮ 」も昨年11

月駅前に完成しました こ こを拠点として 公 民学が

連ほした本ちづく'が行われていく予定です

古を学長が掲|するセンター理念の一つ 「ビOHAS

(L r e s tソぃ oF Haaにh and  S u s t oいob〕w)なまう

づくOJの 実現に向けての様々な研究も立ち上がうて

います

h i t O I〃M" w " c h i b a  u  a c i p / m o o o o多pr o S i a e n i /

cいol i e n gジ,」olu  p o F

柏の葉キャン スヽでの取相と同様に 西 千葉 亥鼻

松戸のキャンパス将来計画でも地域との連携を考ほし

ながら 大 学キャン スヽを拠点とした地域環境マネツ

メントのあり方を考えていきたいと思っています

●線のリング ●緑のフロムナード

■ャン′ヽス取

●八重桜の並木道

300mX 30mの グ リーンフィークレド
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「柏の棄診療所」について
～自然と調和した医療を実践～

1超 の章

泊の葦診0所 bi環境控庫フィールド科学センター(柏

の要■ャン,(ス)内に開所したのま 平成16年 6月 15

日のことです

当時の診境所は=通 の硬が悪く 周辺には仁宅が少

rfいという立地本作であ,たにもわ`かわらす 宝診希望

の問い合わせがを=Jしにしいないをあいることにな0

ました

食誇希望の営さんの胴行を宝切ることのないよう

に しつわつとした担怠にもとづいて地Hに 貢献していく

ことを初年度の抱負といたしま r

楠の葉診猥所の基本的イ理怠ほ「自然とコ利した医

療を実蟻するJことであり 貝体的には次の5項目を増

|すて↓ヽます

0-人 ひとりの体資に合わせて 目休冶額方を高性

化します

0ス トレスによる|よ身のリズムやパランスの乱れを

正倍化します

0吉 F分だけでなく 全体の働さを終合的に表方業で

冶原します

0自 然の植物や主と触れ合う国=僚 なのおし効果を

取り入れます

0末 病の武暗で 自然と調和したライラスタイルを

提軍します

本格的な漠方治療を健康保険で受けることができる

と同時に ■■ンパス内の自然の他物や土と的■合うこ

とのできる拍の章診続所は 全日でたにひとつのユ

ニークな診療所として注目を集めなうちスタートしたの

です
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2承 の章

E〔 のこ々Ⅲr.目椋,■ 彗さⅢⅢ●0したPくするこ

とてす □0しとはOUぅ に!中|にren〕言モ ■,言●宮と

まさiて います 抱の享つ房所ヽヨ客とコ細したE侑

を実ヽすることで き吉=ち の00L向 上に少してヽ貢

争したいと円=ています

00し す=書 さん0=ξ ⅢⅢ計rFHイのモ ユユ■いに在

市するうとこう●言せヽ しわし に'韓 ●言い高'ま

た■■て0日し0=度 を数値イとすること コヽ■てす

」D章 予r所 て=s■ 36と いう忙■崎逗●0し■富

■′J早して '方 おF前 ににうする00し,■ 1ヒをl‐ltし

モいます そう■十民 2‐3■月というに=● tFIn百0■

万 t力によ,て 00しう`向 にすることようわ`0ました

しわ`t何気に=ってわら古【するOr■ ●0しoま 彗

=ロ セにな0ます 宍■E■ す病気による前のF子 〕

言い,ti「 末hJと いサ ■庁り,時 ての1 垣ヽ向rflJ

Fを 受mし ています

ねの華諺命所を受診する害者さんのほとんとは 再

気になつてよう治療を希望して末境されますが 理穏と

しては未病の段楢で自然とヨアBしたライラスタイルを

提軍てきるようにしていきたいと考えているのです

3転 の章

泊の実診僚所の結受II奮数は 平成 ig年 3月に

1500人 を超え 1,月間の延へ受諺書数も750人 を

超えています このような質診者コの■増に対応するに

め 診療所の体制ら,々に拡充して‐tまウt

平成 17年 4月 千票大'に 赴をした寺岸長年致娘

(底学研究暁和湊診続宇講座)との連rFtな姉 に御支援

により 医師のは“」を2人わら6人へと大鳴にもイしする

ことよ可能とと,ました それに伴つて 診婦所のスタッ

フ●情員しました 着露師4人のリーターである吉田留

子師長と 案剤'm4人のリーターである角野めくみ助手

う`■tと よつて診療

ltfのチーニワータを=え

て(■ています

さらに 平成18年 11

月 「itン ターに草お

する大型コ業化志(●う

ま―t拒の章)内に 千豪

京キlE"章 ヨチ,1■

長|■本 章 的手た 神'● うことて 'J万とヨチ■■

■合1,せ′=本モ的r■ 十二宇つ=母 〕■有Jこ■●まし

た

4結 の章

人官■に分の方にすて=さ ていち●で ■ヽく 日宗と

いう〔FO中 で拝々“言'を ,,■ ことそ二=て ti言

す 人高はヨⅢり方たすr生 まて, るヽので ま■(を 全と

いう項1■の中でコも ニケートすることそJさ ています

自然環境と社会環境の憩壊 ないまなも大々のに辰を

損とい 生存を格わ▼ ものなのです

このような編点に立,て 環境と健康を総合的に科学

することがセンターの主たる目的です

西卜医学=長 常のある細胞や病吾を見つけ出し 冶

僚するのrJ得志です それに対して "'■医学t車方)ま

細陶や曖器をSF,告 (空 体内の環境を十常イヒする習官

を指つてきました 細砲や臓帯を取り沓く環境の重雪忙

は 人間を取り吉く自然環境や I‐環境の匿ヨとと全く

同吹 す

したがって 生体内の環噴に働iか ける東キE事 の

習恵を 環境口ほ結合科草という新ししV ラヽタイムの経

葉に活わヨことができるのです

今雀とも 初心を忘れすに セン'一 とともにお■■

歩みをFめ ていさたいと思います
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芸療法 ・目芸福祉
～「心身一如」,「宋病を治す」という

ねに□まれた山や公日にでかけて 想に国まれた中

でtDんびりしたい 自宅て植物を言てている方は もう

少し頑極的かもしれませFt国 =作 業(種まさ 植え市

け よやり ■取り 切定)をしたい 年々 私たちの生忘

園から llがコンクリートやアスフアルトこ変わ〕ていま

す 視界に入つてくる0合 いも 緑の割合が少なくなつ

てきています これなコンクリートで園言れた都市て生

活しているから こんなことを考えるのでしょうか どう

もそれだけてはないようです 植物は 私たちの5はを

,1尉するだけでなく体や心にも良い彫讐を与えてく■

ます 環l■ほ震フィールトr4字セツクーは そのエビテ

ンスを実め始めました 当セツターrJ取り組んでいる目

芸療法 国喜稿祉について説明します

概念を取り入れた爾究開発と実態を行う～

園芸療法と国芸福祉

木凍 療法(ihe「apりとぃう言章は 医硯的rr問わり

を豪する対宝者に対して行われる治療に用いられる一

連の手法を指します 近年は医僚的袴国だけでなく福

祉||な関わりを要する場にまで解釈が拡大しています

が 続法である以上は何ら〕の症状を維持 破善する目

的て行われるものです

一方で固=福 祉という言要があります 目芸福祉は

全ての人に対して植物と関わることによりttn僚で心雪

rJな生活が送れるような活動のことです 者殴私たち

が 趣味や気分転換のために 植物と関わるのは 国喜

娠法ではrrく国喜福祉と呼Sの が遺切です.

松尾確005)よ 園芸痛法と国=福 祉について次の

ように定義しています

C H I B A O A l K O H 0 VOし に4



口言r il国 =言 =のⅢ15軍bi ttil的 Eお い■門

わ●を妄する松jl“者にヽ して そ●●,つ 'と を:ロ

「し !掠 りAビ リテーン■ン 介語 ケアにとと言=

工埋"04,1増 と さうに■ちつ4● 向上つた0

に国=を =用 するimtセ 0,|● てぁる

田=塙 社1田=り やつた々とにセを,i,(Jと tt‐

り ビヽリテーシヨン すと 'ア に原つ|=有 信E

生活のEの 向 にをはわ―,■ 5に よ日,しく41=て

しヽる工gi味 合うことてう■

□芸療法の歴史

J=F■ というrFを|ァ メリカで■二次世〒大域々

,々 真豆よい社会仁帰を目的としに11章い =●常掌〕

高Fr●1+=Fた の1つとして国ま■革Ⅲ工E●イliこ

と■54fり ます そしモ 1白73■ にアメⅢⅢ口='■

t会 11■■■■ています 日本にコ=い ■としiうr.=

う`入つてitつ 工 iB90年 十ヽ司■てす アメロカのE

三原京品=て Fllどを確んt人 〕“3介し■のよrF言りて

,こ ■わ`さ,う す〔 ヨくのマスコ=に取り上|,S■

t,て 採しく生=するた力0手 ,の 一つとして 広く調

拘さⅢるようにⅢOました 者大71純施までは 稿極的

に国云濠法に取り均0ところ七出てさています。しかし

困芸市吉というWを も`える前rJら園芸作業は作葉猿法

の1つとして ig。0年代抑苅 ら格神病Ft【用いられ

るようになり その食は知的障営児 者のと謹秋青にお

1する体験学習や作業所 授を通きの作業ね日の一つと

して用t らヽれています

国ま康法の効果

田=淳 たま ,い 的側箇 )3連 帳抑師 1百 i会 的

pl面のP4善に効果よある辞設されており 草1写に国要

「草を行う売動的な間わり方と 花を母Hした0舌 0を

4しヽだ0する,動 的といわり万があります 田=療 法

さf実 債,=と臭■'"察 よヨlTであることが情徴で

す その打最=は 内体やヽ神に障言をヽつ人"5高

占1言Ⅲ Ⅲンデイキヤツフ

ti,大 や 障害や間蓮

を:t,Aと ■大しつつ

けています tJよし その

動■0+■ 的に証は あ

ま,たtて いません

ド十1建序フィールド干斗学センターが

■,11む目雲店な 福祉

,,卜 “車rra S章 ■医■的なヨ;「 B■一珂|

キ ■をヽす|という切=を 取り穴'1に 口ま,た [社

Di店 h■ t享 ほを||うことを目■つ't='と してお

,日 ま■■い14■Ⅲ113方 ='P々 と 子●訂5を 用

ti日 本型国F■ i t3Thl'こ'テムOH=そ して大

にと'ヽ ■ザインの■テ方を'い ヤitrlまとす市つ

開発え目おしてい言■ 口 =好 |=岳 祉に取,ttに

は 日=■1亡■ 4字 を重'■ ■ 4百 享rrとっ予

張な,車 の専P弓子わ必ヨ破 50■ 時にⅢⅢなが不可

欠中 国喜療=福 祉は 体を末亭としての手章六宇

の能力を生わ`せるテーマイのです

近し将 来 わが日は仙に担を見なしH工どの超高品イし

社ミを迎え 医療費の増大が危憬されています そんな

中 国喜療法 田喜福祉 ま代はEた としての能力を秘

めています 我々は このコ=宗 ■ 福祉の前■開発小

ら 新規雇用分野の創占 介ミ三「岳祉ftrクラムの開

鴛 高断首代百E境 ブロクラム●向=地 壇すお]による

l10しのい言を行い 底僚合の白IFに責争することを自

1旨しています

ШtOば ,2● 03ロ ニJAビ 'テーン■ン ●研IⅢ ●

lJ嗜■而コ 099日 =打 メ,Fる 'Ⅲ―ン●ヨ

=三 iフ わヽ11日90日 =点 =0す す0削 ■】1

|"nFF=三 0'一 E!'|'コ フエ'トデー̀  f― LA―ブttヽ (tit

(ht●ヤ/中WWい OⅢ b8“,p rr Ⅲem/hⅢ ●gct rⅢox hurい

「
―
―
―
―
―
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薬草国
～身近な植物から自然と共生する大切さと健康を学ぷ～

柏の乗キャン (ス内の陥 の葉診駒所Jの前庭に固芸

療活庭国を頼ねた菜車目があります 教育と研究に供

することを目的とした本国には 草本を中)Sに拘 100

種類ほど和培されています その大半は 診僚所の漠方

葉局で処方される漢方撃の墓原となつているべニパ

ナ オケラやミンマサイコなどの菜車めよびトウカラン

やネギといった裏草かつ健康機能性野菜です。諺療所

|よ果網圏に国まれた一為にあるため 本国も機0合わ

せてあリ モモやカリン ビワなどの葉木も植歳されて

いて 双方で操亭固の協 彦を持つています

彦僚所待合室や目芸療法雪からの本国の眺めは四

季折々の変化が楽しめ 言吉さんは 待ち時間などを通

して回痴を思い8し‖こ敵策吹 から植物を跳め 心癒さ

れると共に自分の漢方雲の中身の生棄偉 草の葉用と

する葛位を簡単に加工したもの)が意外と身近な植物

であることを飼つて安,Sできるようです また 固芸療

法に李加する方々も種々の植物に触れることができ 五

窓を通して心身の費らきた恵じ取つているようです

キャンパス全体が自然に流れた植吻国 寝場機能を

持つているため 本国は 植物の争面性を学S□ 芸学部

学生の学生実習の場であると共に 学生生活に潤いと

想いを与える場ともなつています また 多くの身近な

棄草や藻木が適露や自然林内にも生有していますの

で 臨境健康議演会や受休み葉草数室の際には 藁草

□やキヤンパス内を散策啄 がら植物観察を行うことが

でき 地盟住民にとつても身近な値物から自然と共生す

る大切さと健康を字8場 とをつています
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大コンーツー

Ⅲ

=ク ラね 夕 ●‐ レ

ン●ッフ,レhム

健康遊具

コミュニケーシヨンを形に

3のた0「うじこ宮学週第躍臨釣 推進百知 却 拍の

栗■ウ タは内に木勁 Ettlgri～ 3)JfOま したなこ こ

秘 濃 て 鞭 づく01こう ″ u~rZの でし'

柏の奏キャン′(スで展「gしょぅとしている 健康づくりは

一人一人の身にを騒え 守りを目めようというだけではありま

せん 人と人の関係を改琶し刃メ拘と場面における必要以上

の案張をなくしよりよい関係を筆(こと1苦つて 心の印心を

生み よりHHE的に他人や社会に関わa気おうを育てることか

ら層臨つくりを考えています

多くの,J現 代社会に大きなストレスを感しているかも知れ

ません しかしその0くは対人的なもの あるしヽま自分効)の

動さを無視せさるを行なしWまどのにしさから来るものではな

いてしょうか ストレスから,を すつ とす■ばするほど 望日

本整に身を固め 社映 わ●逮さかること こなりがおません そ

れは 核シェ′'ターに身を目すようなことことそらえることbl

できるのでは取 てヽしょうか モれても身rだ けは主夫に縁え

ることはできるかも知れません

モれは,体 の問題周サてはなく家や筋のあり方についても

同じです いま必要なことは はか度をほくして いういろな大

とコミ■■ターシヨンをとることです そして 言ヽどうに人間

が多続であることを実感し その多様J 々 との間によりよしヽ

生活を祭くことです 0三 いが奇り添い とさに応じて他大を支

え 費心t 助 けを求めら■る社会を奏くことです

J さヽい頂からがればることを芸いられてきたためてしょう

か 現代人は 日人ブl へ の意向が強いようこ目われます ま

た 実艇を頓輔i韓 ■ できるという塵信がをてない所しいこ

とへは手を出さrrい傾向にあります 栗盟f― は ム興め`,こ

そ多くを学本るはすcロ

クライミンタ'オ ールに一歩階″出してましてみるのは 自

気のしることです いつの回にわ、言心けE'事 中には,てしが

み,さ 応捜する人との交流の光家が広がります 大型シー

ツーを使つてみ的   (ランスを保うながら モ42rの 銅テ

を務助する遊びでは しヽ〕の間にか他)と 呼峨をう0せ ること

を学Uま す 丸太の上から意うないように移動する近Uを 通じ

て 他人に手を使し 手を信,互 いに支え合うことの心地ヨ

さ コミュニケーシヨンのとり方に気づさ 他人に関b興 味を

持つようになります

いういろな立場の指毒者の方々にこの道員を用いてヒユー

マン リレーシヨンシップのトレー=ン グに活用していたたt

師,コミュニケー方 ンみ改善としも日面からのメ0震 寂はも

うろし宝済のある街の 健康ウくり1こアフローチしてい胸t

くことを期待しています
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ケミレスタウプ・プロジェクト
～「環境改善型予防医学」を実験実証する～

読者の皆榛は シックAウ ス症候書という症状を聞い

たことがあるてしょうか あるしVよ 自らな醸なわ た方

もあるかもしれません.新策の住宅や白 レに入ると 目

がチカテカする 車が出る 間断が幅6身 体がたるしヽ

めましヽ 性吉気がする などといった一連の症候群です

アメリカては 職場でこのような症状が問題になつたこ

とから 「シックビル症候辞Jとい1抑■ています

原因となるのは 窪材に含ま■るさまざまなイし学物質

です 標着剤 肪腐剤として使われるホルムアルデヒト

や トルエン ■シレンなるの揮男性有機イし合物が原因

と考えられます しFJし実際には家を建ててもそれた

)で|=人は生活できませんFJらさまざまな家具や家

電製品を入れることになります その家具や家電製品が

ら擦発してくる物質 さらには消具高jや洗剤 告料など

に自まれる化字物質なども原因41質として案われます

また 人工的な化学物資のみれ す松やヒツキなどに含

まれる天湘の化学物質によつて株霞を崩す人もいます

この症状は個人差が,E常に大きく 軍内理店がま

てもなんとも想しない人もい■1ま低いま度であ〕ても

敏恵に反おする人もいます また 成人と小児 乳幼児

胎児では 感受性が大きく異な妹 す そのため シック

八ウス症帳辞になってしまつても同居人rr発症していな

いと 症状を理解してもらえないことになります また

症状が多岐に渡る上 因畏関係を立証するのが難しい

ため なかなか法的な対策ほ進みません しかしこの症

状は 原因物質さえなければ発庄することはありませ

ん 便葱に適=せるのです.

そこで 因実関係が明うかになうなくても 環境を政

富することで将来発売するかoし■rrい害者さんの追

加を食い止める「環境改善聖予防医学Jを実証実験する

のが 「ケミレスタウン1フ uシェク用です

千葉大学の「ケミレスタウンr tEジ ェクトJょ 千章
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一言

ロシック′し ス対い〔けウオームした研究室

六■相の薫キヤンパスの土地に ―戸建ての仁弓を5

棟 シックAウ ス症候群や希望者の血中化字ll資植度

を測定する「IF境に学移療14Jなどよ入る「テーマlTJ l

擦rrどを建設し1ヒ'物 貢(ケミカル)の少ない(レス)rJ

街「ケミレスタウン Jのモデルを作う というブロジェ

クトです をiそのものが'ミ レスなら|ま中ににむ大■

化■物賞の影壇を受けすに稿みます oち ろん 完全に

1し学物資を排席することまできませんし化字物質なく

して現代人の生活は成り立たといことも事実てす そこ

で 可能な町 使用するイしま物宮をItらすのです 木

当に必要な効資の〕を使しヽ 不必豪rr物質は使わとい

ょうにし ンックナtウスの原因“fる物質はンック'(ウス

を'さ 起こさない物宮に空えていく と言調 に衛全体

をするのです.

この考えに これまでにB社のAつ スメーカーや不動

亡套社が首同してくにさり 各社それで■ 独自のIな

によるンックA'ス 対h型 仁号を建設していたたくこと

になつてしヽます

すてに 一般の戸建住宅をF定 した実験猟抑チま3月

末までに完成予定です 今後 見■宮にブロツエクトの

説明をしたり床●して,ら つた0す る「ケート′ヽウス

(れ)Jや テーマ環が|口よ碑工する予定です

建物が宗成しましたら 共同研究をしている東F部 健

康安全研究セツクーの研究者と室内=気 資を劇定 実

際に関係者が市仁してみて 検適控や室内の使いやす

さをよ菩した上で シックAウ ス症「辞を使われる0手

さんとそのこ家はが滞在できるようにします 丘■小故

善され■1ま雲内空気に原因のあることかわかり よの

対算をとることができます そしてもし症次に改言わ見

ら■rrいのであれは室内空気てはなくなん5か?=
かの原因よあることがわわつます

フロジニクトでは 5年をかけて ヽ実物質に対して大

人ょりも55い小児や性,を 昼挙にした家(り 街つく0

を提採していく予定です

このようrfことを既に完成している荷て遷行するの

は不可能です しかし 均の家■ャンパス顎周辺ヽこれ

よう開発が始まる土地です ヨ辺の目市体にFrびかけ

b稚 目やJ■中学校を建まする時には健康に配はした

津材て対店していただけるようにお願いしていきます

日本全国で 衛の再生が必要とされています 既存の

荷を高開発する導合や これわら新しく開発する場合

に 千票大字のケ=レスタウン!をモテルに これお 生

ま■てくる世代 「末来世代Jが より型康に■うせる街

を作つていただけることを私たちは希望しています そ

して この考えを アンアを始め世甲に普及させ 世界の

どこに仁んでいても より促康をニンジヨイできる社会

を築いていくさつ)け trfれはこれに掛る■すようりま

せヽ 私たうの活動にこ卑いのある方は ホームA― ツ

を見てくにさい アドレスは

hitO「′ vVnv h Chiba口 oC lo/Cento1/十eSear● h′

ohemilooS htmで す

「″=レスJ'ヽ レス)('スサ「'■ レス''ン Jよ 的PO次 世ⅢFⅢ'取

取■tン ,-0豆 や司●=す +
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】車

農場実習教育,農作物の直売,
懺 姉

フィールド科学センターでは 固芸学部の言引|の瞑

場実魯を行つています 生物生産科学科ては農場実魯I

(集中必ほ 1年次 2単位)塵 場実翻 (=年次 3寧 lr)

樫場実習Ⅱ(3年次 2単位)霞 場実習V(集中3年次 2

単位)線 地 環境学科では環境字実魯10ほ ま塩実

習)の一部 固芸経済争れては懐場実習(必獲 理礎

コース 集 中1年友 2勧 立 必ほ充実コース 2年次 2

単位)を実施しています その他に日芸,J科の1年次専

攻豪皆「と2年次専攻栗管,(それぞ■4単位)がありま

す 実習は月 水曜日の年後を中″きに行つていますが

フィールド科学センター専この教富だけでなく園喜筆

部の教宮も指導を行います 訟義を担当する敦官IJ膜

場実習も合わせて指速することで 理粛を実践が結び

ついた致百ででき その効果が大きく これが千葉大学

の農境実魯敦百の伝統的輛皆です

実相加I関 係ではテン フトウ キウィ裁培の他に

シャムや昧噌の加Iイ チツク 高級ブドウのま液乳増

とい立 先瑞宕予く軍暫を行います

爺烹 Fla関係では コメゃ羅地の根豪緯 票票頼七わ

ります力,その他にたくさんの温雪があリ トマトや■ュ

ウリ葉物野菜などを作付けしています また 閉鎮型宙

生FE施設(国内大学で唯―)を使つて練腹葉で案物野菜

を委液栽培しています

4L丼進国関係では 高度化セツ帆 型笛生産子」用シス

テム(国内随―)こよう 花斉苗の大量生産を行つている

他に ′(ラのま漬栽指 ランや切り花の筑嬉tr行つてい

ます。広い敷地内には自然林に近い望山があり絶にも
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口貢ヌのま"栽 2言

コ直売所

たくさⅢの■六すね■されています ここてSt「 やf

! "言 百 を行 つてい京 ,  さ らにフィ
ー ル ト| :す =ン

ターに,卓 ■E亭 に甘する■亭□よう0伺 ■のエニ

にnriつ t↓iti丁 う`あり そこて■真Pを 行い ■ ●

とにこにFわ吾珂書を言●し言す

,ィー)け卜it■ヤン'一 モ=と し●=Fわ の手くす

iHiの よたうにヽテ=11ます ラース■― レ内に三〒

■市あ4■ ヨ1●いうらヽ ■にての■初 掌iメ イとが折

売さ,1ています 百品は套や|(ッタに荘り●れており略

穴しやすいようと陳〕Jさ■ています

また 個々の品位やヽいなどヽ表示tfれており いわ

ゆるボッブておし,■■店構えにな,ています おEを

迫きる頂わ`ら行列ができ多いときには30大 以上わ`並

“こともあります たくさん0お 客tFに買つてt坊 た

0に お一人様1個でお願いしますといつたま示も目立

うます 値段は市場の卸摘幡と提主者価格の中間で 市

価より2～3割費くなつていますが 半額以下のお買い

●品もあります:トマトや栞凛粟の動 邸軍(市ウレンツ

ウ ミズナ コマツナ ルッコラなど)ま年間を通して生

産販売されています すシやリンJシ クラメンをとは注

文を受け宅配硬で全国に発遂も可能です 5月でした

● 工に■日日●すスやトマ■ピーマンⅢヨt賑 元ざ

■=J

'十一)′卜■,セ ンす―て■ )白い=■ rンⅢス'Ⅲ̀)

岸時 |■を都市長京J=竺 境といⅢしてし■Tわ t

●他にほ|」こ2わ庁●事場こことしてし■■ 月15,沼

■市にあif■ 卓■□=掌 !t'こ ■「_のF4ⅢⅢこある

洵浜R塩 日=呂 うです

●農場とも学部■生=関 =局サ科生の実習を4市 ほ

か 普違キ1目tr「土わら若豪ヽJなとヽ 実施さ■ていま

す 干林環境Eま F_卓は 希力rr気『をとわし リンJ

ャラクラメンの材tを 行つています リンJの丸培と研

究ては沼田す山万て完頓的な役割を環たし地u産 章に大

さ(貢献してきました

また 垣浜環境園芸霞場ま提ド三カン ニューサマー

オレンンなど碗t型 の「1カの社者と研究を行すていま

す 長在 マンJ― 京増に取り4Bんでおり特まユにした

いと頑張つています この標境には温泉のF泉 があり

温寮熱で淀ヨを曝房しています

また 宿泊範志内には裕拐があり 実習をしなが嚇

景気分に浸れる楽しいF_場です

題

密

箇

霞

自

畷

磨

臣

日

ほ

醸

望

臼

脅

康

ｅ
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神日外語大学と単位互換協定を締結

本字は3Ⅲ30B 判 ⅢlケトF千文字とⅢl位互換拍売をnlf粘しました

市在ヤ難 赤梓lH Fタトiキ大■貞ら力11,し た融1,式では 敵 t■

に必名 友 4束して日(握手を交わしました

協定喬守Ⅲiよう 莉 ■の学生が他大学の墳凛を特け慨 誹学iと

して'耕 高イることとなり II広い共世弘市の1宝1蜜によろイ1紙のJ

イ1等が期待=れています

千葉ロッテマリーンズ,ジ ェフュナイテッド市原 ・千葉と

アジア太平洋経済協力(APEC)公 式国際シンポジウム

3月14は,ら2日間 アナ

,大 平 祥 祥 指 すカ

( PヽEC)と の,〔iJ I控に

よる ヽPEC公式国際シ

ンボジウムが‖増1上されまし

た 口小の大"“ この

ようなシンポジゥムおittnII

されるのは木ヤが初めて

てす

11,Fか ら‖りされた

単PI家の他 刑 係省庁

連携協力に関する協定を締結

木半1ま4)」118 千 業し,テマリーンズと

びジ■′ユナイテット市原 子 業と そ れぞ

れ速姫に関する怖定をll岩しました

本学 ま 人 字意章の理をのもと 行 動規

ttとして 配 茂と技 ltを様あ 地 域文イしの

形成にす与するJこ とをためており こ のた

びの達税 ま ま剖ここれに沿うものです

発度竹のあるとltを口り 地 蚊の方にとっ

ても実,あるrr画の次攻を日指します

企業その他t「はい吊),300名 を超える多加者がありました



3月
MARCH

i奏 六 4月に西千環■ャンムスにま民や留草空向

r拘 嵐児所を向臨

弱 潔 畜 難 断 塩 翻 雅 逢 窓

り罷致 EBE E名窯0

:ン
譜 撤翻彬夕:鯛騨 婁
■ヤン″r  ,mま

‐MAY

日程
 霜 鵡 亀

大学大■院自第■学研究

千家大0章 霞策―報授うの勿 レーサj原 発に 出

日程  る は酎と廃察錫を抜規L4D英 こと1市 遠分醸する

1師 宮「BE

襲妻攣夢剣戦晶暑岳麟雫構

HEI稿 脇裏富整5針線 藤
摩し幻 ベンブわ嘆 現

軽早署露吾ξ暴朝3蟹馨署鈴5焦
入て南がれる

5月

11  日 経 3

5

9

15荘

18

26 毒

森
確如如

4月
5露蘭譜盤記胃蹴裂貢型え万獣畜
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第3回

F大学創立編一その3』

Q 亥 鼻キャンバスには1看 護■部の

ほかにす看護学校があつたと聞きま

したが?

八 千本大学医学部lll幅病lLのおT身であ

る,!立千葉お性tこ 石 詮洋識7所 が成

罷されたのはIIH治34年 +1901↑)の ことです。幾多の変迭を経て 昭 和陀61:(1951年)

に千葉大学え学部町層看護学技と政れ“ その後52年‖1にJtり出した■業■は1094名に

及びますど

しかい r成9年の 「保lt婦助昨付千設婦牛後た成PFllt i規日↓Jの 改下をきっ力■すと

して 引′成11年3月の閉世が決定ぅ‖しまれながらも 助 に婦学校及び診策枚射般技ⅢⅢ

学校とともにネを問じることとなりました.

▲五●=,tr子 (電|[=7● 1

福皐を記

環境健康都市国喜フィールド科学敦育研究センターは平成
15年 4月の設置れ 丸4年 を迎えようとしています 異なる字

間分野の教員が学際的に教育研究を行し上魔長と一丸となって

「環境健康フィールトF4字Jの創成と屋F‐3に向かって活動を本

桔化し本字を代表する研究プロジェクトも進められています

今号の特掌「まること相の葉キャンパスJではそれら活動の一

部を読者の旨様にわかりやすく38介 するようこしました 本セ

ンター設立から4年 の間に 拍の章キャンパスの周辺環境は日

増しに奈化し青実に都市に,9変 わつています このような環

境の中に位置する本センターの活動が環境と健康を見揺えた

新しいまううくりの礎になることを願ってやみません 今後も

皆るの〔支援をあ障いいたします.

ところで 本デをわかちやすくもつと知ってもちおうと広寄|●

は新しいチャレンジを模索しうにをきわめています そのため

今モの発行は予定よりだ↓Ⅲ〕遅れてしまいました 読者の皆様

や記事を執筆されたき様には多六なこ迷惑をお掛けしましたこ

とを深くお記び中し上げます。

134号 編兵委員長

環境健康フイールト科学センター助致授 小 原 均

広報i34号 編集委員

栄 」  ヽ原    均
(環境理債フィールト科亭セツター)

目 岨  紀  駆

(クランドフェロー)

X,号 め編4F室長主

【編集】
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戦後日本デザインの軌跡
1953-2006 -一 千票からの跳戦

平成18年4月1日～5月28日

千葉市美術館
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～研究室を覗いてみよう～

望違 ―
 薬 学研究院病態生化学研究室
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「え―首債ばかは,し い話をひとつ… J

大■田さ憶のもtて二人言し口おいになつて rに やら

し,べ つているよたちを見たこと=あるてしょうか そ

れ,落 :3il究全です 債 5)Fを やつているよ P「吾吾J

てす

主な活動は寄「をイ〒うこと た いたい2,月 に 1度の

わ0あ いて地立の公民備を値り 51与 を行つています

毎回の奇席ことにい●3し ,つ てくにさる―はのお各;

も0( 大 賢ありrJたいことです 地 豆団に 小 ■校

'デ センターのかた)● J環 塔語をお臨い■■ること

● 近 年どんとん増えています

また千章大学の石吾面究会ではほおの大■の研究会と

は違つて 三 味,大 まのお残子も自分たちで京章して

います =味 炉の生月姜ほとめなおヽみる機会もrrいと言

います こ うらもお冬れにとて3喜 れていただけます

た語は伝統京にであり そ して究極の 「お実しJで す

長(続 くの = 者 =と いうとの

が常に三十ヒし続けるわらでしょ

う 何 言年も言わら現在まで

たくされの人をほ了し続けてい

ます 千 京末宇のをお研究会も

eJ立40周 年目 こ れわらわ=イヒ

を続けていきます
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